
第 ２ 章 「 原 始 ・ 古 代 の 日 本 と 世 界 」 （ Ｐ １ ５ ～ ５ ２ ）

基 本 的 な 学 習 内 容 ②

１年 氏名（ ）

【人類の出現と文明のおこり ②】 （教科書Ｐ１８～１９）

① 「太陽がのぼるところ」を意味する、現在の ①

中東から中近東の地域を何というか。

② エジプト文明が栄えたのは何という川の流域 ②
川

か。

③ エジプト文明の中で築かれた王の墓を何とい ③

うか。

④ エジプト文明でつくられた、１年を３６５日 ④

とする暦を何というか。

⑤ エジプト文明では、測量の技術や数学が発達した。その理由を簡潔に説明し

なさい。

⑥ エジプト文明で、税などを記録をするために ⑥

使われるようになった文字を何というか。

⑦ メソポタミア文明が栄えたのは、何という川にはさまれた流域か。

⑦
川 と 川

⑧ メソポタミア文明の中でつくられるようにな ⑧

った金属器は何か。

解 答

オリエント

ピラミッド

ナイル

太 陽 暦

象形文字

チグリス ユーフラテス

青 銅 器

例 種まきや刈り取りの時期などを予知する

ため。



⑨ メソポタミア文明で使われた文字を何という ⑨

か。

⑩ メソポタミア文明でつくられた、１週間を７ ⑩

日とする暦を何というか。

⑪ 時間や角度を表すためにメソポタミア文明で ⑪
進法

考え出されたのは、何進法か。

⑫ 紀元前１８世紀頃に、「目には目を、歯 ⑫

には歯を」という厳しい復しゅうのき

まりが定められた。これを何というか。

⑬ ⑥や⑨の文字は、その後、現在も使わ ⑬

れている「ある文字」の原型となった。

その文字とは何か。

⑭ 紀元前６世紀頃に確立された、後のキリスト ⑭

教やイスラム教の母体となる宗教は何か。

⑮ エジプト文明やメソポタミア文明など、古代文明が大河の流域で発生した理

由を説明しなさい。

くさび形文字

太 陰 暦

６０

ユダヤ教

アルファベット

ハンムラビ法典

例 定期的に河川がはんらんすることで、栄養分

が周辺の土に流れこみ、農耕に適した土地に

なる。すると人々が集まるようになって文明

が栄えるから。


